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見沼たんぼくらぶのイベント 
  

清掃ボランティア  

令和３年 11月３日、文化の日に、見沼たんぼくらぶ清掃活動が２年振りに行われました。 

 夏は新型コロナウィルスのデルタ株出現により感染者数が急速に増えたことから、緊急事態宣言が出さ

れるなど、今回の活動も中止が危惧されました。幸い、東京オリンピックが終わる頃から感染が下火にな

り始め、開催できそうな状況に。ただ、再拡大が懸念され、開催の判断は延ばさざるを得ませんでした。

そのため、例年行っていた県の広報紙「彩の国だより」での周知活動ができず、皆さんに集まっていただ

けるかが最大の心配事でした。 

 当日は、天候に恵まれ、気温も上昇、小春日和の１日となりました。集合時刻の午前９時には、受付場

所となる見沼グリーンセンター正門前に、「みぬま通信」や人づてでお知りになった２６人の皆さんが集

合。例年に比べると半分ほどの人数でしたが、参加された皆さんには感謝の言葉もありません。 

 当くらぶの副会長と埼玉県土地水政策課職員の挨拶の後、皆さんは活動を開始。最初は全員で同センタ

ーの南側に位置する見晴公園周辺で、次にＡコースとＢコースの２手に分かれ、投棄されたごみの回収を

行いました。 

Ａコースは、同センターの東側を南北に流れる芝川沿いを鷲山橋か

ら南に向かい、大和田公園通りまでの往復約３キロ。芝川の護岸工事

で、前回は途中で交通止めとなっていましたが、今回はそれも解除さ

れ、空き缶やペットボトル、ポリ袋などが回収されました。昔は、タ

イヤや壊れた自転車など重くかさばるものが投棄されていましたが、

最近は少なくなっています。 

 一方、Ｂコースは同じく鷲山橋から北に向かい、神明橋通りまでの

往復約２キロ。堤防付近の一部が一時、路上生活者の生活拠点になっていたことがあり、アルコール類の

空き缶やペットボトルのほかに、木材やアルミサッシ、家電製品などが散乱しており、リヤカーでの回収

が必要になりました。 

 予定の１１時３０分過ぎには全員、受付場所まで戻って来ることができました。最後に、参加のお礼と

して見沼区内で活動をするＮＰＯ法人「見沼ファーム」から毎回、提

供していただいているコシヒカリの新米２合とペットボトルのお茶

が手渡され、三々五々での解散に。 

 成果は可燃物、不燃物ともに７０リットルのビニール袋にまとめて

８つずつ、皆さんの頑張りで例年とそん色ない量となりました。 

 令和４年を迎え、オミクロン株の感染が拡大しています。皆様にお

かれましては、くれぐれも健康にご留意され、また１１月にお会いで

きることを楽しみにしています。        （繪野澤俊弘 記） 
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           斜面林の体験学習 
斜面林の体験学習は毎年 12 月の第 1 日曜日に実施する行事であり、本年度は 12 月 5 日（日）10 時か

ら大和田緑地公園特別緑化保全地区において実施しました。参加者は 9 名です。晴天で風もあまり無く体

験学習にとっては良い体験日和でした。やはり新型コロナウイルス禍の影響からか、参加者は少人数でし

た。 

 従来は雑木林の重要性や、雑木林の落ち葉掻きの必要性やその手法、雑木林の落葉による腐葉土につい

ての説明などを基に、体験作業に取り掛かって頂きました。今回は、最初に、公園の写真パネルによる説

明があり、この公園の全体像を認識して頂き、更に、主な公園個所を見学して頂きました。この時期に落

葉掻き作業の実施をするかについての理解を得て頂けるようにするためです。林床に敷き詰められたよう

な落葉を霜が降りてこない程度に適度な落ち葉掻きをして、冬季の日光を林床面に充分に当てることによ

って、春になり林床においてタチツボスミレに始まり、ホウチャクソウ、アマドコロ、ジュウニヒトエな

どの林床植物のお花畑を出現させることができます。 

 

 本年度は主として、コナラなど落葉広葉樹のある多目的広場での作業です。今年はこの公園の落葉広葉

樹の生育も順調のようで、落葉も可成り豊富に積もっていました。熊手により落葉を集積して、それを運

び用の布製バッグに詰めて、集積所となっている孟宗竹の幹で作られた柵の中に詰め込み、更に、踏み固

めてより多くの落葉を集積していくことになります。ここで積み込まれた落葉はやがて、有機肥料として

活用されることになる腐葉土に仕上がります。9 名による落葉掻き作業は予定の作業を順調に行い、集積

所の柵の 1 つを満杯に詰め込むことが出来ました。 

 大和田緑地公園は、大宮台地の縁にあり、芝川低地の東面にある雑木林であります。これらの雑木林は

戦後、農業における化学肥料の普及もあり、人手のかかる雑木林の落葉からの有機肥料への需要の減少や、

新炭材から化石燃料を中心とした燃料の転換により里山からの薪炭の需要が激減したことから、主として

広葉樹から成る薪や木炭に供する伐期が短く萌芽によって更新される雑木林はその利用価値が減少して

しまいました。それは都市近郊の多くの雑木林の悪化・減少につながったと言えますが、その弊害をいち

早く察知し、緑地公園化に因ることで食い止められたと言えるのが大和田緑地公園です。なお、この緑地

公園の持続的な維持は周囲の協力が必要ですが、現在でも活動を継続している「さいたま市みどり愛護会」

の会員の皆様の積極的な活動を指摘しなければならないと思います。毎月の会員によるボランティア活動

は貴重であります。 

 

 さて、大和田緑地公園の周囲は。東側は台地で住宅や畑地があり、北側はさいたま市立大宮体育館があ

ります。西側には芝川左岸があり、その左岸の人道に沿って左岸側の芝川第 7 調節池があります。南側の 

谷地沼沢に沿った斜面には隣接する住宅の防風林の役割を果たしておりこんもりとした林となっていま

す。谷地沼沢地は 4 段に区分けされて、1 段目と 4 段目には池としての役割を待たせ、中央の 2 段は、古

代米を育てています。古代米の収穫が主目的ではなく水成生物の再生を配慮しています。下の池には毎年

アズマヒキガエルが産卵して多くの子ガエルが誕生しています。 

一方、北側の公園内の林は東側から西側に傾斜する多くが落葉広葉樹から成る多様な樹種による雑木林

が形成されており、東側からの公園内への小道や体育館からの小道があり途中でそれが交わり南側への道

へと繋がっています。また、谷地の北側の林地に沿った東西をつなぐ小道が有りますが、その北側には金

網に囲まれた場所があり絶滅危惧種であるキンラン・ギンラン・シュンランなどが生育しています。勿論、

希少植物の保護のため、許可なく立ち入ることは出来ませんが、4 月下旬の時期にはキンランの可憐な花

を見ることが出来ます。（若野忠男記） 
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            第 83回見沼の自然と史跡を訪ねて                     

 11月 20日、新型コロナ感染拡大が、本日の参加者に大きく影響を及ぼしていると思われる。 

大宮駅東口から、すずらん通りを直進すると左側にかつての宍倉本陣跡がある。大宮宿は本陣以外に脇本

陣が五軒あった。中山道における脇本陣数では最も多かった。 

 氷川参道に向かう細い道の端に、太宰治が玉川上水に身を投げる直前まで、「人間失格」の原稿を書い

ていたとされる屋敷跡がある。今では道の端になんとも心寂しい小さな説明版があるだけである。 

氷川参道の並木は日本一の長さと自慢されているが、赤松から杉そしてケヤキへと代わってきたが、最近

では随分と立枯れが目立ってきた。6月の末にここで、ツミの幼鳥が 3羽育っていた。 

 最近では足元に、ツツジやモミジの低木が隙間なく植えられていて、特に二の鳥居から高さを低くした

三の鳥居そして本殿に向かう道筋は歩く人の心にゆとりと静けさを与えてくれている。 

左手に明治天皇が行幸(明治元年 10月 27日)されたときの絵巻が飾られている。全長 13mに及ぶ絵巻に

は政府高官と洋式武具に身を固めた兵士が護衛しているが、野次馬の目で見ると、服装にもチグハグなと

ころが見受けられる。多分東京を出るまでの日が少なく、準備が間に合わなかったものと思われる。 

 本殿前は七五三のお参りをする親子ずれでなかなかの賑わいである。官幣大社で武蔵一宮の貫禄は偉大

である。 

 

 大宮公園は一般的には「氷川公園」と呼ばれ、東北本

線大宮駅の開設運動と同時に整備が進められ、名実とも

に県立公園として今日に至った。武蔵野の名残を留めた

公園には四季折々の風情があり、萩やススキの名所とし

ても知られるようになった。正岡子規、夏目漱石その他

多くの文人墨客が東京から遊びに来ていたという。 

 大正 10 年(1921)には、林学博士本多静六によって本

格的な公園の拡張が始まり、現在の形が出来てきた。 

100 年の森を歩くと、クスノキの巨木をはじめ、スダ

ジイ、コブシ、ムクノキ、サクラ、ケヤキなどで占めら

れている。桜の季節ともなると県外からも大勢の花見客で賑わい、岩槻の城址公園、幸手の権現堂共々、

桜の三大名所となっている。 

通称「ボート池」にはこの日も、カイツブリ、キンクロ

ハジロ、オオバン、カルガモなどがのんびり泳いでいた。

動物園内には、100 羽以上ものシラコバトが大型ゲージ

の中に飼われていて、よく似た、ジュズカケバトも見ら

れる。 

 大宮駅から歩くとかなりの距離になるが、観察会であ

れば、場合によっては大宮公園でお弁当を食べながら、

歴史の博物館の見学も含めてみるのも面白そうである。 

 今回のレポートは、単なる名所案内的な内容になって

しまい、植物や野鳥に関心の深い方には申し訳なく深く

お詫びいたします。季節を変えてまた機会がありました

ら、ご一緒しましょう。 (佐々木明男 記)         
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             2/6見沼塾「大宮公園の野鳥観察」     小峯 昇 

この冬一番の寒さでしたが，日差しのあるところ 

は風もなく穏やかな日和となり，13名の方が参加 

され野鳥観察が始まりました。 

 

今日は，大宮公園をしっかり調べることにして， 

駅前で資料の説明をした後，大宮公園に向かいま 

した。ボート池の東端，排水口付近にカイツブリが    

巣を作っており，2羽が巣材を運んでいる姿が見    

られました。 

 今年の 1月半ばからオオハクチョウの幼鳥が居つ     

いています。翼でも傷めたかと思っていたのですが，  

近所に住む叔母がよく見ていて，昨日は水面低く飛   

行していたと聞きました。2月半ばから北帰行が始ま   

りますので，無事に仲間に合流できれば良いのです

が・・・・。ちなみに県内の河川で見られるのはコハク   

チョウが大部分で，オオハクチョウは芝川第一調節

池や鴻巣市のコウノトリを呼ぶために用意した冬水

田んぼで見られています。 

 

 

今日の目標は，大宮公園の松林で見られる 

ビンズイです。夏は，戦場ヶ原などの標高の高 

い所で営巣していて冬に平地に下りてきます。 

 

博物館前の工事中の囲い内に 5，6 羽が地面を    

歩いていました。みなさんが近づいてきたのを察知    

したのか，飛び上がって松にあがってしまいました。 

ボート池に出たところでオオハクチョウを探したところ，

対岸の岸辺にあがっているのが見えました。逃げること

はないので，まずはビンズイ探しです。池沿いに進む

と，キンクロハジロが寄ってきます。餌やり禁止の看板が

あるのですが，誰かが餌をあげているのでしょうね。 

頭上に猛禽が！という声に見上げると，松の梢のかな

り上方で悠然と飛翔しているのは，オオタカでしょうか。

対岸の松林の中を丹念に探しました。いました！桜の周

囲に張られたロープ内に 2羽が歩いています。落ちてい

る松の種でも食べているのでしょうか。しかし，不思議な

ことに，ビンズイはいつも木の影に沿って歩くのですよ

ね。 

 

オオハクチョウを見に岸辺に行った時，タイミングよくビ

ンズイがベンチのすぐ近くまで来たので，目の前でじっく

り見ることができました。 

最後に，シラコバトを見に小動物園に行きました。柵越

しに，フライングゲージ内を盛んに飛び廻っているシラコ

バトを観察してから，手前のゲージにいるジュズカケバトと

見比べてもらいました。よく似た両種ですが，ジュズカケ

バトは古くから飼いならされているハトで，手品で使う白い

ハトは，ジュズカケバトの変種であることをお話ししまし

た。 

今回は，ゆっくりと大宮公園の鳥を楽しむことができま

した，来年も是非ご参加下さい。 

観察された鳥 アオジ、ウグイス、エナガ、オオタカ，オオ

ハクチョウ(幼鳥)，オオバン、オナガガモ，カイツブリ，カワ

ラヒワ、キジバト、キンクロハジロ，コゲラ、シジュウカラ、シ

メ、スズメ、セグロセキレイ，ツグミ、ハクセキレイ、ハシブト

ガラス、ハシボソガラス、ヒヨドリ、ビンズイ，ムクドリ、メジ

ロ、モズ，25種 
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春を待つ見山地区のたんぼ 

芝川に沿った見山地区には広い範囲のたんぼが

広がる。刈入れ後に芽生えたヒコバエで緑一面

になったたんぼには、これからの農作業に活用さ

れるのを待つかのように多くの藁束が見られた。 

画面の右方向に芝川、見沼代用水西縁の先の

高台には新装なった市立病院が見える。 

 

さいたま市「クリーンセンター大崎」 

さいたま市の廃棄物処理場で最新技術の焼却と

破砕機能をもち 1966 年操業開始。焼却に伴う

熱を利用、最大 7300kw の発電ができ、隣接

する見沼ヘルシーランド、大崎園芸植物園の熱

源として供給するなど、エネルギーの有効利用し

た省エネルギー型施設といえる。画面右側の建

物は見沼メルシーランド。 

 

大宮第 3公園 

公園の中ほどに小さな池があり、その中の

木道を散策しながら春の日差しを感じまし

た。桜の花が終わり木々の芽吹きが美しく、

気持ちよくスケッチ出来ました。 

 

 

無量寺 

無量寺は真言宗智山派の寺院で、大崎公園近く

国道 463 号線の見沼代用水西縁にかかる北原

橋の東にあり、福寿山光明院と号する。北原村

の村落成立にあたり、源恵法師が 1615年（元和

元年）開山。むさし 48番霊場で本尊正観音をま

つる。大阪落城のおり、東国に下向した武士の一

団が当村落に入植し、先住民と共に村興しを始

めたとされる 

 

作者 高橋淑子 

画題 木々の芽吹き 
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もう一つの大きな取り組みは若者や子ども 

の居場所「プレイルーム」と「コーヒーサロン」

です。居場所に集う人たちはどこかの時期に不登

校の体験をしていたり、社会との繋がりにくさを

抱えていたりします。一人ひとりが置かれている

状況は様々ですが、それぞれの個性を受け止めて

くれる仲間と出会えることは大きな安心に繋が

ります。家とも仕事場とも違う、でもほっとでき

る場所で過ごすためにやってくるのです。そこで

提供される夕食や手作りのお菓子も場を和ませ

ています。 

 

 

 

 

そして昨年から「大人カフェ・ゆう」～食べて、

話して、つながろう～という新しい活動を第 4

土曜日の午後に始めました。手作りしたお菓子な

どを一緒に楽しみながら、相談やおしゃべりをす

る場所で、親子でも、どんな世代の方でも参加で

きます。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

どの活動も定期的に開いており、スケジュール

や連絡先はアトリエ・ゆうのホームページでご確

認いただけます。 

                       （岩佐章子 記） 

 

 

 

   

 

アトリエ・ゆう 

TEL：０４８－６５８－２５５２ 

HP：http://atorie1988u.starfree.jp 

 

 

 

アトリエ・ゆうはさいたま市大宮区の氷川神社に

近い一宮通りにあります。そこを見沼たんぼくらぶ

やアトリエ・ゆう他全部で７グループが共同で使用

し活動しています。そのご縁で、ゆうが活動内で提

供している食事の材料になればと、昨年の秋見沼た

んぼくらぶが育てている里芋の収穫にお声かけい

ただきました。参加した若者はやり方を教わり助け

られながら作業をし、根っこの中から出てきたミミ

ズの多さに驚きながら、初めての里芋掘りと見沼の

風景を楽しみました。後日、収穫した里芋でけんち

ん汁や煮物を作り、みんなで美味しい里芋に舌鼓を

打ちました。 

アトリエ・ゆうの活動は今年の 1 月で 35 年目を

迎えました。発足当初は子どもが学校に行くのは当

たり前という時代でした。20 数年前、そのような

社会の風潮の中で不登校の息子たちを抱えて途方

に暮れ相談にきたのが私とゆうとの出会いでした。

今では不登校は問題行動ではないとされ、一人ひと

りの不登校児童生徒の状況に応じて休養のために

学校を休むことの必要性が認められるようになり

ました。そして不登校の子どもたちが学校以外の場

において学ぶことを認め、状況に応じた学習が行わ

れるよう支援を行うことが行政に求められるよう

になりました。またひきこもることも当事者の命を

守るために必要な行為であると理解されるように

なってきました。それでもまだまだ保護者の方々は

子どもとの向き合い方に迷い、悩み、学校との間で

辛い思いをされています。その思いに寄り添いなが

ら話に耳を傾けるのがゆうの活動の一つ「親の会」

です。 

 

アトリエ・ゆう 

~不登校やひきこもりの人 

その家族の居場所と支援~ 

 

 
 

http://atorie1988u.starfree.jp/
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鈴木文平は享保 13年（1728 年）、利根川から

取水して灌漑用の見沼代用水（日本三大用水）を

完成させた幕府の役人・井沢弥惣兵衛（いざわや

そべえ）に従い、紀州和歌山元郷士・高田茂右衛

門（高山家）とともに見沼干拓事業と新田開発に

尽力しました。 

 高田茂右衛門は、鈴木文平の実兄であり、享保

16年（1731年）5月、兄弟で老中・松平乗邑（ま

つだいらのりさと）の許可を得て見沼通船事業に

着手しました。 

この時、開設した航路は、須戸橋（現・行田市

地内）〜柴山伏越（菖蒲町）〜見沼通船堀（さい

たま市）〜芝川（川口市）〜荒川〜江戸市中永代

橋筋･神田川筋を結ぶ舟運路でした。 

 当初は、農業用水を目的とした見沼通船堀が、

農閑期を利用した通船事業へと応用され、天領で

産する米を江戸の幕府の米蔵に運ぶ事にも利用

されたのです。 

 

 

 

井沢弥惣兵衛の手代（下役として農政を担当し

た下級役人）だった鈴木家は、通船の経営はもち

ろん、冬季に見沼通船堀を通る各船に対する積荷

や船頭の割り振り等の「舟割り」を行ないました。  

文政年間（1818年〜1831年）以降は、八丁堤に

八丁会所を構えて「舟割り」を実施しましたが、

その時に住まいと八丁会所を併せ持った建物と

して現存する鈴木家住宅が建築されたのです。 

               （召田 紀雄記） 

 

 

 清泰寺(せいたいじ) 

天台宗の寺で「平安時代の高僧・慈覚大師円

仁によって開かれる。本尊の十一面観音像は江

戸時代初期に作られた秘仏とされている。また、

寛政元年（１７８９）に会津藩主より寄進の見

性院霊廟三具足や会津藩主・有泉勝長木碑等、

会津藩に由来するとされている文化財が納めら

れている。これらは全て市指定有形文化財とな

っている。 

境内には庚申塔が一箇所に集められており、

全部で３５１基もあるが、これらは天明３年（１

７８３）と万延元年（１８６０）に建てられた

ものである。１か所にこれほど沢山の庚申塔が

集められているのは珍しい 

 

 

 

墓地の奥に進んで行くと見性院の墓が建てら

れている。彼女は武田信玄の次女で武田家重臣

の穴山梅雪の正室であり、梅雪の死後、当地（大

牧村）を与えられていたが、元和８年（１６２

２）に没すると清泰寺に埋葬された。        

見性院は徳川秀忠（２代将軍）が待女に産ま

せた華松丸の養育を頼まれ７歳まで育てたが、

その後、保科正之と名を代えて会津に移り、２

２万石の大名となり、３代将軍家光や４代将軍

家綱の補佐をして幕政に参加するようになる。 

また本堂には有泉勝長木碑が安置されてお

り、有泉家は勝長の第５兵衛が大牧村に居住し、

子孫累代見性院の墓所に奉仕したといわれてい

る。 

             (召田 紀雄記)                                                                      

 

 

鈴木家住宅 

見沼たんぼ探訪記 
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見沼たんぼくらぶの会員募集 

 
令和 4年度見沼田んぼくらぶ総会 

 日時：4月 9日（土）10時 30分 

 会場：見沼グリーンセンター2Ｆ中会議室 

 交通：ＪＲ宇都宮線土呂駅東口から徒歩 

    約 10分（見沼代用水西縁の東側） 

第 85回見沼の自然と史跡を訪ねて 

 （総会後の自然観察会） 

 日時：4月 9日（土）13時～15時 30分 

（受付：12時 30分より）（参加費：無料） 

集合場所：市民の森正門 

 観察コース：鷲神社―見沼二丁目緑地― 

 大宮体育館(ＷＣ)―大和田緑地公園― 

 第 7調節池―大宮第 2公園―大宮公園（日 

 本庭園） 

第 86回見沼の自然と史跡を訪ねて 

日時：5月 7日（土）9時 30分～12時 

集合場所：JRさいたま新都心駅改札口 

(受付 9時より) 

観察コース:けやき広場-見沼代用水-天沼揚水 

機場-見沼見聞館-天沼神社-大日堂-合併記念 

公園 

見沼ふれあい農園づくり 

 ≪里芋・八つ頭・海老芋・生姜栽培≫ 

 第 3号地（緑区南部領辻字三角下） 

 会員限定・申込制・無料 

（福祉施設・保育園に収穫物の寄贈をします） 

＊スタッフが事前に耕し、畝づくりを終え、 

  植付け・除草・収穫の農作業です。 

① ４月２１日（木）親芋植付け 

② ５月１９日（木）除草など 

③ ６月 ９日（木）除草など 

④ ６月２３日（木）除草など 

⑤ ７月 ７日（木）除草など 

⑥ ９月 １日（木）除草など 

晩秋の収穫日は後日決めます。 

8時集合（7時 30分より受付） 

雨天順延 

参加希望の会員の皆様は右欄下部の発行所宛 

に申込み願います。 

申込者には案内図を郵送します。 

 

 

 

 

 

見沼たんぼくらぶへの入会をお勧めします！ 

 

見沼たんぼをもっと知りたい 

  見沼たんぼの自然にふれてみたい 

   見沼たんぼで何かしたい 

    見沼たんぼ保全に協力したい 

  そんな皆様をお待ちしています！ 

 

◆季刊「みぬま通信」を郵送します。 

 4月・7月・１０月・１月発行 

◆埼玉県土地水政策課の支援をもとに様々な 

  体験事業を展開しています。 

◆「見沼ふれあい農園づくり」はスタッフが 

  耕し、種蒔きから始める手作業です。 

◆見沼たんぼくらぶの事業にはお子様方の参 

 加を大歓迎します。 

〇自然観察ハイキング 

 自然観察指導員のガイドによって見沼たん   

 ぼの自然や史跡を巡りながら大都市近郊に 

 ある貴重な環境の中でゆったりとした機会 

  を体験しては如何でしょうか。 

 〇見沼たんぼの清掃ボランティア 

 〇斜面林の体験学習 

 〇見沼塾－見沼の自然や文化を学ぶ自然観察

や講座 

◆ 年会費：個人（同居の家族単位） 

1口（1,000円）以上 

  団体・会員 3口（3,000円）以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年会費  1口  ￥1000円 

 個人（同居の家族単位） 1口以上   

 企業・団体       3口以上 

見沼たんぼくらぶのイベント案内 


